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医師の働き⽅改⾰は医師の業務において
「労働」の概念が乏しかった為に常態化した
医師の「献⾝的」な時間外業務をなくす
⾮常に重要で、不可避の問題です

働く医師の健康を確保し
国⺠への医療提供体制も確保する



令和4年4⽉1⽇施⾏の「医師の働き⽅改⾰」

施⾏から丸4年が経過しました
今のところ、⼤きなトラブルの報告は届いていません

診療報酬や新たな地域医療構想を踏まえ
医療の提供体制についても⼤変⾰が進⾏中です

時代の変わり⽬に
再度、法律の中⾝と現場での取り組みを確認ください



1. 宿⽇直許可の内容と運⽤について

2. 勤務時間の管理と⼿当⽀給

3. ⾃⼰研鑽の内容と確認



1. 宿⽇直許可の内容と運⽤について

2. 勤務時間の管理と⼿当⽀給

3. ⾃⼰研鑽の内容と確認



・医師の働き⽅改⾰の推進に関する協議会

・厚⽣労働省 令和元年７⽉１⽇ 局⻑通知
「医師、看護師等の宿⽇直許可基準について」



厚⽣労働省 令和元年7⽉1⽇ 局⻑通知
「医師、看護師等の宿⽇直許可について」



宿⽇直許可が得られた要件について再確認

・⼗分な睡眠が取り得るもの

・通常の勤務時間の拘束から完全に解放

・軽度の⼜は短時間の業務に限ること



もちろん、許可取得した医療機関でも
医療現場を考えると
緊急の応対が迫られることはあります

しかし漫然と対応をさせる事はできません

・常ではないことを確認
・時間のかかる対応の時は時間外労働に当たる



必ず勤務状況の確認を

顕著な対応が迫られた場合の回避策を策定

タスクシフト・シェアの進化で
しっかりとした医師業務の軽減





（厚労省資料；⽇本医師事務作業補助研究会作成 より）



ICTの導⼊と⽣成AIの活⽤
近年の技術進歩は⽬覚ましいものがあります
特に⽣成AIの進化と医療とのコラボ

・⾳声録⾳の⽂字起こし
・⽣成AIで会話内容の⽂章化
・サマリー等⽂章類の⾃動作成 などなど

医療職の業務負担軽減の為のシステムが多数開発





医師の業務⾒直しと

時間外における医師の勤務内容の把握

医師本来の業務への集中と
地域の医療提供体制を維持するため



1. 宿⽇直許可の内容と運⽤について

2. 勤務時間の管理と⼿当⽀給

3. ⾃⼰研鑽の内容と確認



宿⽇直許可の範疇で勤務する医師の
勤務状態を把握することは
受け⼊れ医療機関では⼤切になります



（厚労省：医師の働き⽅改⾰の推進に関する検討会 資料より）





勤務時間の管理は基本的に「⾃⼰管理」

そして報告については「⾃⼰申告」

しかし医師の勤務時間の把握は

医療機関側でも把握する必要がある

医師の健康を守るため、⼿当の⽀給のため



労働基準法第３７条 に規定される時間外賃⾦

（⼤阪労働局 資料より）



医師の勤務時間の把握は
⾃⼰申告とされているが 把握の必要はある

軽度な業務以上が起これば時間外と算定
⼿当について、反映されているか確認

詳細については専⾨家への相談も必要



1. 宿⽇直許可の内容と運⽤について

2. 勤務時間の管理と⼿当⽀給

3. ⾃⼰研鑽の内容と確認



「⾃⼰研鑽」
⾃分⾃⾝の能⼒や知識を向上させるため
主体的に努⼒すること



⾃⼰研鑽については
「⼤学病院・⼤病院」だけではなく

⼀般病院でも時間外に院内に滞在する
医師がいれば確認すべき事項です

お互いで確認し実情の把握をしっかり



労働と⾃⼰研鑽については

本⼈と、監督者と管理者とで

業務内容についての範疇の確認が必要





















医療機関には上限規定に対応するため
「労働時間の把握」
「宿⽇直許可申請」
「時短計画の作成・都道府県への提出」 などの⼿続き

副業・兼業や勤務先での労働時間等について
医師本⼈が「⾃⼰申告」による実績報告



医師の働き⽅改⾰ ─ 「⾃⼰研鑽」とされるもの 〜まとめ表⽰〜
判断の基本：所定時間外で、業務上必須ではなく、上司の明⽰・黙⽰の指⽰がなく、

医師が⾃由意思で⾏う研鑽 → 原則「労働時間に該当しない」

「⾃⼰研鑽」という名称だけでは決まらない

本⼈・上司・病院で事前に取扱いを明確化する
出典：厚⽣労働省「医師の研鑽に係る労働時間に関する考え⽅について」（基発0701第9号）ほか

• 診療ガイドラインの勉強
• 新しい治療法・新薬の勉強
• ⼿術・処置の予習、振り返り
• シミュレーターによる

⼿技練習

①知識・技能を⾼める学習 ②学会・研究・資格取得
• 学会・外部勉強会への参加、発表準備
• ⾃由参加の院内勉強会、発表準備
• ⾃主的な臨床研究、データ整理、

論⽂執筆
• ⼤学院受験の勉強
• 専⾨医取得・更新の症例報告、講習受講

③⼿技向上のための⾒学
• ⼿術・処置の⾒学
• 症例経験を積むための⾃主的な⾒学
• ⾒学の延⻑で診療補助を⾏う場合は、

実態に応じて労働時間となり得る

所定労働時間内の研鑽、診療準備・後処理として不可⽋な⾏為、業務上必須の研鑽、上司の指⽰（黙⽰を含む）
による研鑽は労働時間。



各医療機関におかれましては

「医師の働き⽅改⾰」の主旨をご理解の上

医師の健康管理と地域医療の維持について

ご確認とご協⼒をお願いします


